
            

 

 

 

 

 

  

    

 「 生 能分 」の

考え方は、 がいが 的・

的ではなく、動的に

するものであるという考

え方に っています。

等も めて、 的 を

いかに り いていくか、

ということが重要であると

ともに、学 育において

の指導内容の 容等も め

られています。 

の 力 の を

る 

で自 に 動する

ことができる 

画 で自分の観たい

画を観ることができる 

画 には ー や ー ーがある 

困った にまわりの が手 けしてくれる 

自分 で出かけたいという がある 

まわりの に手 けを む ー

の力がある 

 ポイント  を す  

  
   

  

 

 

の の  

 

  

 

意思の表明 

検 討 

決 定 

合理的配慮の 

提 供 

定期的な評価 

 本 や から合理的 の し出があって、 ートとなりま

すが、もち ん の気 きから ートする場合もあります。 

 まずは実態把握を行い、合理的 要かつ適 な ・ かど

うか、 24 の目的 に合 するか

どうか、学 にとって 重な かどうか等を検 します。 内

等で を行うなど 的な を行います。また、 要に

て、 育 や 部 関等と相 をします。 

の多 の 重の 、 が 的 身体的な能力等を 

 能な 大 まで 達さ 、自 な に効果的に すること 

 を 能とするといった目的に合 するかどうか。 

 

 

 

 した合理的 は個別の 育支援計画等へ 記します。 

「合理的 の 」の

 合理的 を行っていく には、まわりの

児童生 やその に して、 が 要

になる場合があります。その 、児童生 の

達 に てどのように を行うのか

も本 ・ とよく 認していく 要があ

ります。 

 達の や適 の状況等に て、 す き合理的 も

わってきます。 柔軟な見直し 

 

 分な 育が できているかの観点で します。 

             ポイント  に 検討 する 
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別

支

援

育

の

 

支援の 

がり 

例  

からの相 に 、

支援の 要な児童生 の

情報収集や、支援につい

ての イ を行いま

す。 

担任・保護者 

学年団、養護教諭、 

特別支援学級担任 等 

校長・教頭・生徒指導担当 

教育相談担当 等 

ＬＤ等専門員 

特別支援学校特別支援教育コーディネーター 

医療・福祉・労働の関係機関 等 

内 を

します。 

要とする

の 関との

を行

います。 

からの具体的支援の

報 を け、関

への や具体的支

援の 力を めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の を さ る  ポイント  

 

 

★行動観察 
・どのような場面でトラブルになることが多いか 

・誰とトラブルになることが多いか 

・トラブルになったときに、どのようなやりとりが行われているのか 

・自分自身の感情の理解やその表現の仕方はどうか 

★情報収集 
・生育歴や家庭環境について 

・学級の友達の本児への関わり方はどうか 

・これまでの支援方法で効果があったものはあるか 

★諸検査等 
・知的な能力はどうか 

・認知能力の偏りはないか 

・理解語彙等の不足はないか 

・相手の気持ちを推測できるか 

・場面や状況の理解はどうか                 

★背景にある要因を推測する 
  行動観察や情報収集、諸検査等の結果から総合的に判断し、困難さの背景にある要因を推 

 測します。      

【要因①】場面や状況の理解がよくないために、相手の行動について、誤解してしまうこ 

        とがある。 

【要因②】語彙や表現力に課題があるため、自分の思いを上手に言葉で表現できず、手が 

        出てしまう。  

★推測される要因に基づいて、どのような力を育てていけばよいのか、また、そのための支援 

 としてどのようなことが考えられるのかを具体的に考えます。 

 

 

＜例＞ 友達とよくトラブルを起こし、すぐに手が出てしまう 

氷山モデル 

★個別の指導計画等に指導目標や支援内容を記入し、指導・支援を行っていきます。 

例えば、「友達とよくトラブルを起こし、すぐに手が出てしまう」という児童が

いたとします。このような場合、児童の衝動的な行動に目が行きがちですが、実態

把握を丁寧に行っていくと、別の重要な要因があることが見えてきます。実態把握

においては、表面に見える「困難さ」ばかりに目を向けるのではなく、その背景に

ある「見えにくい要因」をしっかりつかむことが大切です。表面に表れていない部

分を見ていく視点をもつために、水の上に浮かんでいる氷山をイメージすると分か

りやすいです。

             ポイント④ 困難さの背景にある要因を検討する 

複数での多角 

的な情報収集が、 

適切な実態把握 

につながります。 
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２ 切れ目ない支援体制 

             ポイント  支援 で支援をつなぐ  

成の対 は、 の有 に関わら 、 別な支援を必要とする ですが、 学校

中学校学 指導要 （ 成 年）には、 別支援学 に 籍する と通 による指導を

受けている 員について、 成することが明記 れました。

個別の教育支援計画は、 れ目ない支援を行っていくための も な です。個別の教育

支援計画は本人・保護者のものであることに 意し、園・学校 間の引継ぎについては、保護

者（学年によっては本人とも）と に話し合います。そして、保護者とともに引継ぎを行いま

す。 

 

 

  

  

会議の時間設定をして

おき、参加者に見通しが

もてるようにしておくと

よいです。 

関係機関の出席については、目的

を明らかにした上で、参加が必要か

どうか検討します。 本日の会のねらいを伝えましょう。 

前回決めた取組または個別の指導計画の中の短期目標をもとに、改善

が見られたこと、頑張っていること等を先に伝え、課題については対応策

と合わせて伝えましょう。 

家庭で取り組んだことの成果や課題等を話してもらいましょう。 

① 実態や支援の振り返りをもとに、保護者の意向も尊重しながら、目 

  標を一つか二つ提案しましょう。少し頑張れば達成できそうな目標に 

  します。 

② 目標達成のために、学校、家庭で取り組むことを決めます。できる  

  だけ具体的に、いつ、誰が、どのようなことをするのかを決めます。 

③ 次回の支援会議で、学校の取組、家庭の取組について評価を行うこ 

  とを確認します。 

＜移行支援会議では＞

 前籍園・校での様子や支援の内容等を伝え、進学先でどのような支援が可能であるのかを話し

合い、本人・保護者が安心して進学できるようにします。引継ぎを受けた進学先は、引き継いだ

内容が新年度の教職員に確実に伝わるよう、校内で共有します。 

             ポイント② 支援会議・移行支援会議で支援をつなぐ 

支援会議の内容例をレジュメをもとに紹介します。 

 話し合った目標や支援（具体的な取組）等を個別の指導
計画に記載します。 

 個別の教育支援計画や個別の指導計画に基づいて話し合いができ

るように、資料として準備しておきます。 
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 生徒（中学 年）の様子  
性 のため、 子や で生  

 している。 

上 や指 を思うように かすことが難 

 しく、い い な作業で支援を要する。 

上 などの視 の や に  

 を合わせることの難しさがある。 

小学 からの引き と実態 等をもとに、

体育 外は当 学年の目標で教育 程を 成する

こととなった。理学 法 や作業 法 と を

り、将来の を ージしながら、中学 年

間でどのような力をつけていけ よいのか、

者とともに し合った。 器用さや視 の の

困難さ等に対して、指導方法や教材教具等の工夫

を行っていくこととなった。 

  

    

             ポイント① 適切な目標設定と指導方法の工夫を行う 

自立活動における目標設定 

【特別支援学級】 

 特別支援学 において、自立

の学習は、何より大切な学

習です。 切な目標 と指導

内容 のためには、 のよ

うな手 きを に行っていき

ます。 

 ま 、個 の 生徒の実態

からスタートし、指導すべ

き や の関 を 理

し、個 の実態に した指導目

標を します。 

 そして、 分２ 目の中

から、指導目標を 成させるた

めに必要な 目を し、それ

らの 目を に関 けて具

体的な指導内容を します。 

各教科の目標設定に至る手続きの例 

（中学校学習指導要領解説 総則編 P.108 より） 

各教科担当者は、個別の指導計画（年間指導計画と合わせた形）を作成し、生徒の実態に応じ

て指導方法や教材・教具等の工夫を行っています。個別の指導計画に書き込まれている「支援方

法」や「評価」の記載から、その工夫を読み取ることができます。ここでは、理科の個別の指導

計画を例として紹介します。また、他教科における支援機器の利用の様子も紹介します。 

生徒の実態に応じた指導方法や教材・教具等の工夫は、学習への意欲を引き

出すとともに、確かな学力につながります。また、上記実践例のように、でき

るだけ自分の力でできることを大切にする支援は、生徒の主体性を育み、将来

の自立や社会参加の力につながっていきます。

電子黒板にある式が、

手元のタブレットにも表

示されます。そして生徒

がタブレットに書き込む

と黒板に表示されます。

答えを教師と一緒に確認

し、何度でも楽にやり直

しができます。 

英単語の意味や文

の中での使い方をタ

ブレットを用いて調

べています。 

＜評価＞  

 大きな花を用いることによって教師が作業に介入す

ることなく、生徒自身の力で花のつくりを興味をもち

ながら観察し、分解して標本をつくることができた。

ピンセットも用いながら、少し苦戦はしていたが意欲

的に観察を行えていた。また、比較的大きな花を教材

として使用することでルーペを使いながら裸眼でも観

察できるため、各部位の名称や特徴を十分に観察で

き、名称や役割をしっかりと理解することができた。 

＜支援方法＞  

 細かい作業を行うのが難しいため、作業の工

夫を行う。花のつくりを理解するにあたって花

を分解する必要があるが、身のまわりに生息し

ている花は小さなものが多いため、比較的大き

な花のツツジやユリなどを用いて分解の作業が

行いやすいようにする。 

担任を中心として、教科担

当者が情報共有を行い、それ

ぞれの教科の学習過程におけ

る困難さに対して、手立てを

講じていくことが大切です。 

＜評価＞  

 事前に習得したルーペの使い方を思い出し

て、ルーペも用いながら植物の根と茎の観察を

行っていた。アスパラガスの茎は少し太い程度

であるため、切片作りには少し苦戦していた。

しかし、何度か挑戦すると綺麗な切片ができ、

観察できていた。そのため、太い茎の維管束を

目視で観察できたため、葉脈と維管束の関係性

を考えながら十分に理解することができた。 

＜支援方法＞ 

 外に一緒に出かけて植物を採集し、観察するこ

とが難しいため、２種類の植物を事前に用意す

る。また、植物の維管束の観察においては身近に

生息している植物は細い茎であり切片を作りにく

いため、ブロッコリーとアスパラガスといった太

く大きい茎の植物を用意し、切片を作りやすく、

観察しやすいようにする。 

単元名「植物のくらしとなかま」 

学習内容 花のつくりとはたらき 

単元名「植物のくらしとなかま」 

学習内容 水や栄養分を運ぶしくみ 
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 生徒（中学 年）の様子  
性 のため、 子や で生  

 している。 

上 や指 を思うように かすことが難 

 しく、い い な作業で支援を要する。 

上 などの視 の や に  

 を合わせることの難しさがある。 

小学 からの引き と実態 等をもとに、

体育 外は当 学年の目標で教育 程を 成する

こととなった。理学 法 や作業 法 と を

り、将来の を ージしながら、中学 年

間でどのような力をつけていけ よいのか、

者とともに し合った。 器用さや視 の の

困難さ等に対して、指導方法や教材教具等の工夫

を行っていくこととなった。 

  

    

             ポイント① 適切な目標設定と指導方法の工夫を行う 

自立活動における目標設定 

【特別支援学級】 

 特別支援学 において、自立

の学習は、何より大切な学

習です。 切な目標 と指導

内容 のためには、 のよ

うな手 きを に行っていき

ます。 

 ま 、個 の 生徒の実態

からスタートし、指導すべ

き や の関 を 理

し、個 の実態に した指導目

標を します。 

 そして、 分２ 目の中

から、指導目標を 成させるた

めに必要な 目を し、それ

らの 目を に関 けて具

体的な指導内容を します。 

各教科の目標設定に至る手続きの例 

（中学校学習指導要領解説 総則編 P.108 より） 
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法」や「評価」の記載から、その工夫を読み取ることができます。ここでは、理科の個別の指導
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生徒の実態に応じた指導方法や教材・教具等の工夫は、学習への意欲を引き

出すとともに、確かな学力につながります。また、上記実践例のように、でき

るだけ自分の力でできることを大切にする支援は、生徒の主体性を育み、将来

の自立や社会参加の力につながっていきます。

電子黒板にある式が、

手元のタブレットにも表

示されます。そして生徒

がタブレットに書き込む

と黒板に表示されます。

答えを教師と一緒に確認

し、何度でも楽にやり直

しができます。 

英単語の意味や文

の中での使い方をタ

ブレットを用いて調

べています。 

＜評価＞  

 大きな花を用いることによって教師が作業に介入す

ることなく、生徒自身の力で花のつくりを興味をもち

ながら観察し、分解して標本をつくることができた。

ピンセットも用いながら、少し苦戦はしていたが意欲

的に観察を行えていた。また、比較的大きな花を教材

として使用することでルーペを使いながら裸眼でも観

察できるため、各部位の名称や特徴を十分に観察で

き、名称や役割をしっかりと理解することができた。 

＜支援方法＞  

 細かい作業を行うのが難しいため、作業の工

夫を行う。花のつくりを理解するにあたって花

を分解する必要があるが、身のまわりに生息し

ている花は小さなものが多いため、比較的大き

な花のツツジやユリなどを用いて分解の作業が

行いやすいようにする。 

担任を中心として、教科担

当者が情報共有を行い、それ

ぞれの教科の学習過程におけ

る困難さに対して、手立てを

講じていくことが大切です。 

＜評価＞  

 事前に習得したルーペの使い方を思い出し

て、ルーペも用いながら植物の根と茎の観察を

行っていた。アスパラガスの茎は少し太い程度

であるため、切片作りには少し苦戦していた。

しかし、何度か挑戦すると綺麗な切片ができ、

観察できていた。そのため、太い茎の維管束を

目視で観察できたため、葉脈と維管束の関係性

を考えながら十分に理解することができた。 

＜支援方法＞ 

 外に一緒に出かけて植物を採集し、観察するこ

とが難しいため、２種類の植物を事前に用意す

る。また、植物の維管束の観察においては身近に

生息している植物は細い茎であり切片を作りにく

いため、ブロッコリーとアスパラガスといった太

く大きい茎の植物を用意し、切片を作りやすく、

観察しやすいようにする。 

単元名「植物のくらしとなかま」 

学習内容 花のつくりとはたらき 

単元名「植物のくらしとなかま」 

学習内容 水や栄養分を運ぶしくみ 
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この学 では、ま は、個別の指導目標や評価 等を担任間で確認し、 されるつま

きに対する手立てについて し合いました。そして、リコー ーの指 かいが難しい実態があ

るため、手立てを行っていくことになりました。 

             ポイント  の  【特別支援学級】 

楽 を て指を かすのは難しいので、どの を さ

よいのかがわかるように、リコー ーの で表して

みました。この楽 を 用してみてもらえませ か  

 教 で をかけて、 ロ

ーやリ 、 の さ等

を で えられるようにして

いきます 。 

 にパットを ってみました。立体的になって、 の位

や を さ がつかみやすいようです。 

 指 かいはだ だ とよくなってきたのですが、リコー

ーの を さ が指 でつかみ らいようで、 の

位 から れてしまいます。 

 用してみます。 学 の の中にも じように困っ

ている子があるので、自分で必要だと思う子には、コピーを

せるように しておこうと思います。 

 わかりました。 が さ 切れなくて、 がまだ しく出な

いかもしれませ が、とりあえ の では、 しい指 か

いができていたら、しっかり めるようにします 。 

 

 

の 物の 理の 方につ

いて学習し、 、自分で確認を

しながら片 けられる手 ー

を作成。 

の 物の 理を指導しているが、なか

なか一 ではできない。 の りには、 ち物

がたくさ ちている。 

連
携 

に、担任が、手 ー を の

の上に いておく。 、 すると、手

ー を ながら 物の片 けを自分で行う。

わったら担任に報 し、手 ー を担任に

す。その 、担任がしっかり める。 

 

自分の ちの理解、 ちの切り

え方などを学習。自分に合う ち

の切り え方を考え、実 に 習す

る。そして、いつでも必要な に思い

出すことができるように、切り えの

方法を記した ー を に入れる。 

ちの切り えが必要な で、担任

が をかけ、 ー を ながら ちを切

り えられるよう支援する。切り えが上

手にできたときには、しっかり める。し

らくの間、 的に、 の様子を 担

当や に える。 

担任からの情報と らし合わせなが

ら本 の り りを行い、できたこと

をしっかり める。

連
携 

             ポイント  を  【 級指導教 】 
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この学 では、ま は、個別の指導目標や評価 等を担任間で確認し、 されるつま

きに対する手立てについて し合いました。そして、リコー ーの指 かいが難しい実態があ

るため、手立てを行っていくことになりました。 

             ポイント  の  【特別支援学級】 

楽 を て指を かすのは難しいので、どの を さ

よいのかがわかるように、リコー ーの で表して

みました。この楽 を 用してみてもらえませ か  

 教 で をかけて、 ロ

ーやリ 、 の さ等

を で えられるようにして

いきます 。 

 にパットを ってみました。立体的になって、 の位

や を さ がつかみやすいようです。 

 指 かいはだ だ とよくなってきたのですが、リコー

ーの を さ が指 でつかみ らいようで、 の

位 から れてしまいます。 

 用してみます。 学 の の中にも じように困っ

ている子があるので、自分で必要だと思う子には、コピーを

せるように しておこうと思います。 

 わかりました。 が さ 切れなくて、 がまだ しく出な

いかもしれませ が、とりあえ の では、 しい指 か

いができていたら、しっかり めるようにします 。 

 

 

の 物の 理の 方につ

いて学習し、 、自分で確認を

しながら片 けられる手 ー

を作成。 

の 物の 理を指導しているが、なか

なか一 ではできない。 の りには、 ち物

がたくさ ちている。 

連
携 

に、担任が、手 ー を の

の上に いておく。 、 すると、手

ー を ながら 物の片 けを自分で行う。

わったら担任に報 し、手 ー を担任に

す。その 、担任がしっかり める。 

 

自分の ちの理解、 ちの切り

え方などを学習。自分に合う ち

の切り え方を考え、実 に 習す

る。そして、いつでも必要な に思い

出すことができるように、切り えの

方法を記した ー を に入れる。 

ちの切り えが必要な で、担任

が をかけ、 ー を ながら ちを切

り えられるよう支援する。切り えが上

手にできたときには、しっかり める。し

らくの間、 的に、 の様子を 担

当や に える。 

担任からの情報と らし合わせなが

ら本 の り りを行い、できたこと

をしっかり める。

連
携 

             ポイント  を  【 級指導教 】 
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視 的な形態の記 が い本 に

とって記 に りやすい方法である

語 を取り入れ、一つ一つの の成

り立ちや画の特徴を自分自身で 語

させる。 

、「 当て 」として学

の に紹介することを目的に、

で 習することを 束する。 

で 習してきたことをしっかり め、

語 した の成り立ちや画の特徴を、

学習の中で「 当て 」として

に出 させる。 に「わかりやすい 」

と められることで、より 成 をもてる

ようにする。 

が えられたかを確認し、しっ

かり める。 

連
携 

、学習 の 出 について、

指導担当者に える。 

の書きが し らい が何名かあり、

等による実態 から、 の 習だけでは

が難しいと考えられた。 内で し合い、それぞ

れの個に応じた支援を行っていくことを確認。 

特別支援教育主任が、 じ 内の 指導教

に出 き、 指導教 での指導方法や教材等に

ついて た。そして、教材の し出し等を行っ

てもらうことになった。 

特別支援教育主任が、担任に指導方法等を え

るとともに、個に応じた 学習を 。本 ・

者と し合い、 指導教 の教材等に取り

でいくことになった。 

年生 が取り

でいる 学習。読

みと書きの 習が

している リント。

ルの に

られる「が った

ール」の もあ

り、意欲的に取り

でいる。

連
携 

指導 の  

の意味を理解しながら 形を えられる

ように、 ラスト ー を２年生 の

に し出している。

 

 アセス ントの実   

個別指導を  

 間 分間の指導を21 間行う 

 指導者 、 外、特別支援教育主任、特別支援教育支援  

 内容 式 読支援 らがな直 （ やタブレットで指導） 

 者には で らがな読み ー に取り でもらう。 

 読みの困難さが大きい については、 らがな ルタを用 

  いて指導。また、21 も個別指導を 。 

個別指導を  

 間 分間の指導を21 間行う 

 指導者 教 、 外、特別支援教育主任、特別支援教育支援  

 内容 式 読支援 らがな単 （ やタブレットで指導） 

読みの困難さが大きい については、 ー や  

  コロ等を用いて指導。 

ー （小集 での指導） 

  間 のまな タ （ 15 25） 

     の （14 45 15 00）計10  

  指導者 特別支援教育主任 

  内容 特 を む 葉の読み 

しっかり ー （小集 での指導） 

  間 のまな タ （ 15 25） 

     の （14 45 15 00）計10  

  指導者 指導教 担当 

  内容 特 を む 葉の書き 

年生での個別指導

と小集 指導の 等

から、指導を行う

を する。 

語 指導 

間 の 45分間 

  指導者 特別支援教育主任 

  内容 語 指導（教科書の中の 葉の意味の 

       確認、文作り、読みの 習など） 

     の読み書きの指導 

 

 

 特 を む 葉の読み書きは、 指導教 担当も入り、学

体に な指導を行う。（ 作 や視 、 コロ等） 

 
 

 

             ポイント  な の定  【 学級】 

個別指導を  

 間 分間の指導を 間行う 

 指導者 特別支援教育主任 

 内容 式 読支援こと （ やタブレットで指導） 

ー （小集 での指導）を実  

しっかり ー （小集 での指導）を実  

式 読確認  

 ２ 

文 の書き 

 アセス ントの実   

２ 式 読確認  

 ２ 

特 を む 葉の

書き（ ） 

 アセス ントの実   
      

  式 読確認  

 ２ 

特 を む 葉の

書き（ ） 
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視 的な形態の記 が い本 に

とって記 に りやすい方法である

語 を取り入れ、一つ一つの の成

り立ちや画の特徴を自分自身で 語

させる。 

、「 当て 」として学

の に紹介することを目的に、

で 習することを 束する。 

で 習してきたことをしっかり め、

語 した の成り立ちや画の特徴を、

学習の中で「 当て 」として

に出 させる。 に「わかりやすい 」

と められることで、より 成 をもてる

ようにする。 

が えられたかを確認し、しっ

かり める。 

連
携 

、学習 の 出 について、

指導担当者に える。 

の書きが し らい が何名かあり、

等による実態 から、 の 習だけでは

が難しいと考えられた。 内で し合い、それぞ

れの個に応じた支援を行っていくことを確認。 

特別支援教育主任が、 じ 内の 指導教

に出 き、 指導教 での指導方法や教材等に

ついて た。そして、教材の し出し等を行っ

てもらうことになった。 

特別支援教育主任が、担任に指導方法等を え

るとともに、個に応じた 学習を 。本 ・

者と し合い、 指導教 の教材等に取り

でいくことになった。 

年生 が取り

でいる 学習。読

みと書きの 習が

している リント。

ルの に

られる「が った

ール」の もあ

り、意欲的に取り

でいる。

連
携 

指導 の  

の意味を理解しながら 形を えられる

ように、 ラスト ー を２年生 の

に し出している。

 

 アセス ントの実   

個別指導を  

 間 分間の指導を21 間行う 

 指導者 、 外、特別支援教育主任、特別支援教育支援  

 内容 式 読支援 らがな直 （ やタブレットで指導） 

 者には で らがな読み ー に取り でもらう。 

 読みの困難さが大きい については、 らがな ルタを用 

  いて指導。また、21 も個別指導を 。 

個別指導を  

 間 分間の指導を21 間行う 

 指導者 教 、 外、特別支援教育主任、特別支援教育支援  

 内容 式 読支援 らがな単 （ やタブレットで指導） 

読みの困難さが大きい については、 ー や  

  コロ等を用いて指導。 

ー （小集 での指導） 

  間 のまな タ （ 15 25） 

     の （14 45 15 00）計10  

  指導者 特別支援教育主任 

  内容 特 を む 葉の読み 

しっかり ー （小集 での指導） 

  間 のまな タ （ 15 25） 

     の （14 45 15 00）計10  

  指導者 指導教 担当 

  内容 特 を む 葉の書き 

年生での個別指導

と小集 指導の 等

から、指導を行う

を する。 

語 指導 

間 の 45分間 

  指導者 特別支援教育主任 

  内容 語 指導（教科書の中の 葉の意味の 

       確認、文作り、読みの 習など） 

     の読み書きの指導 

 

 

 特 を む 葉の読み書きは、 指導教 担当も入り、学

体に な指導を行う。（ 作 や視 、 コロ等） 

 
 

 

             ポイント  な の定  【 学級】 

個別指導を  

 間 分間の指導を 間行う 

 指導者 特別支援教育主任 

 内容 式 読支援こと （ やタブレットで指導） 

ー （小集 での指導）を実  

しっかり ー （小集 での指導）を実  

式 読確認  

 ２ 

文 の書き 

 アセス ントの実   

２ 式 読確認  

 ２ 

特 を む 葉の

書き（ ） 

 アセス ントの実   
      

  式 読確認  

 ２ 

特 を む 葉の

書き（ ） 
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多くの 部が している楽 など、情報量が

く、 が こに したらよいのか しやすい場合

は、拡大 な を用いて を けしたり、

や を 的に取り出して ー にし

たりするなど、視 的に情報を 理す

るなどの をする。 

けに にこだ ったり、 けた に 情を

られなかったりする場合には、 の しがもてな

かったり、考えたことや思ったことをす に行 に

してしまったりすることがあること

から、 動の見 しを ててから 動

さ たり、 ったときや けたときの

の 方を に確 したりするなど

の をする。 

文章を目で いながら するこ

とが困難な場合には 自分がどこを

読むのかが分かるように 書の文を

等で さ ながら読 よう すこと、

を けるために拡大 ーをした

のを用 すること、 の と りや り

が かるように か 書きされた のを

用 すること、読 だけが見 る

具 等 を

用することなどの

をする。

」「等しい」など、 が 使用することが少

なく、 の い の理解が困難な場合には、

が具体的に ージをもつことができるよう、

の 関心や生 験に関 の い を取り

て、 の や かる に き るなどの を

する。 

分の を文章にしたり、

をまとめたりすることが困難な場合

は、 がどのように考えれ よい

のか、具体的な ージを しや

すいように、 る 目や順 を示

した トを したり、事 に

分の たことを

や動作で したり

してから文章を くよ

うにするなどの を

する。 

を き取ることが難しい場合、外 語と 本語の やリ の いに くことができ

るよう、 やイ ト ー を、 が手 を つ、 の を手を に動かして

すなどの をする。また、本 の れが分かるように、 時の活動の れを に して

くなどの をする。

 

 

           学校 中学校学習指導要領( ）解説 各教科 編より 

            に る指導の の 手立 の例  
【 学級】 

比較的 い文 を書くなど、一定量の

文字を書くことが困難な場合には、文 を

書く 担を するため、手書きだけで

はなく Ｉ ＣＴ機器を使って文章を書くことが

できるようにするなどの をする。

地図等の資料から必要な情報を見付け出したり、読

み取ったりすることが困難な場合には、読み取りやす

くするために、地図等の情報を拡大したり、見る範囲

を限定したりして、掲載されている情報を精選し、視点

を明確にするなどの をする。

他者との社会的関係の形成に困

難がある生徒の場合であれ 、

手の ちを することが苦

手で どおりの解 をしてし

まうことがあることや、 の

ルールや一 的な が理解で

きないことがあることなど困難

さの を十分に理解した上

で、例え 、他者の心情を理解す

るために役割を交代して動作化、

劇化したり、ルールを明文化したり

するなど、学習過程において

される困難さとそれに対する指

導上の工夫が必要である。

実験の手順や方法を理解す

ることが困難である場合は、

しがもてるよう実験の操作

手順を具体的に明示したり、扱

いやすい実験器具を

用いたりするなどの

をする。

 

形や色彩などの変化を見分けたり、微妙な変化を感じ取っ

たりすることが難しい場合などにおいて、生徒の実態やこれ

までの に応じて、造形の要素の特徴や働きが分かりやす

いものを例示することや、一 一 が自分

に合ったものが べるように、多様な材料

や用具を用意したり種類や数を絞ったり、

造形の要素の特徴や働きが分かりやすいも

のを例示したりするなどの をする。

分 では「 材 と加工の 」の 2)において、

周囲の状況に気が散りやすく、加工用の工具や機器を安全

に使用することが難しい場合には、 の 態に応じて、

手元に集中して安全に作業に取り組めるように、個別の対

応ができるような作業スペースや作業時間を確保したり、

作業を補助するジグを用いたりすることが考えられる。 

 分 では、「 の生 」の 3) 5)におい

て、調理や製作等の実習を行う際、学習活動の見通しを

もったり、安全に用具等を使用したりすることが難しい場

合には、個に応じて段階的に手順を写真

やイラストで提示することや、 への

を するために、実習中の約束事

を決め、随時生徒が視覚的に確認できる

ようにすることなどが考えられる。

様々な事象を調べたり、得られた情報をまとめたりすることに困難がある場合は、必要な事

や情報を して 理できるように、着目する点や調べる内容、まとめる手順や調べ方について

具体的に提示するなどの をする。 

 学習の振り返りが難しい場合は、学習してきた を しやすいように、学習してきた内容

を文章やイラスト、写真等で視覚的に示すなどして、思い出すための手 かりが得られるように

する。

特
別
支
援
教
育
編

― 81 ― ― 82 ―



多くの 部が している楽 など、情報量が

く、 が こに したらよいのか しやすい場合

は、拡大 な を用いて を けしたり、

や を 的に取り出して ー にし

たりするなど、視 的に情報を 理す

るなどの をする。 

けに にこだ ったり、 けた に 情を

られなかったりする場合には、 の しがもてな

かったり、考えたことや思ったことをす に行 に

してしまったりすることがあること

から、 動の見 しを ててから 動

さ たり、 ったときや けたときの

の 方を に確 したりするなど

の をする。 

文章を目で いながら するこ

とが困難な場合には 自分がどこを

読むのかが分かるように 書の文を

等で さ ながら読 よう すこと、

を けるために拡大 ーをした

のを用 すること、 の と りや り

が かるように か 書きされた のを

用 すること、読 だけが見 る

具 等 を

用することなどの

をする。

」「等しい」など、 が 使用することが少

なく、 の い の理解が困難な場合には、

が具体的に ージをもつことができるよう、

の 関心や生 験に関 の い を取り

て、 の や かる に き るなどの を

する。 

分の を文章にしたり、

をまとめたりすることが困難な場合

は、 がどのように考えれ よい

のか、具体的な ージを しや

すいように、 る 目や順 を示

した トを したり、事 に

分の たことを

や動作で したり

してから文章を くよ

うにするなどの を

する。 

を き取ることが難しい場合、外 語と 本語の やリ の いに くことができ

るよう、 やイ ト ー を、 が手 を つ、 の を手を に動かして

すなどの をする。また、本 の れが分かるように、 時の活動の れを に して

くなどの をする。

 

 

           学校 中学校学習指導要領( ）解説 各教科 編より 

            に る指導の の 手立 の例  
【 学級】 

比較的 い文 を書くなど、一定量の

文字を書くことが困難な場合には、文 を

書く 担を するため、手書きだけで

はなく Ｉ ＣＴ機器を使って文章を書くことが

できるようにするなどの をする。

地図等の資料から必要な情報を見付け出したり、読

み取ったりすることが困難な場合には、読み取りやす

くするために、地図等の情報を拡大したり、見る範囲

を限定したりして、掲載されている情報を精選し、視点

を明確にするなどの をする。

他者との社会的関係の形成に困

難がある生徒の場合であれ 、

手の ちを することが苦

手で どおりの解 をしてし

まうことがあることや、 の

ルールや一 的な が理解で

きないことがあることなど困難

さの を十分に理解した上

で、例え 、他者の心情を理解す

るために役割を交代して動作化、

劇化したり、ルールを明文化したり

するなど、学習過程において

される困難さとそれに対する指

導上の工夫が必要である。

実験の手順や方法を理解す

ることが困難である場合は、

しがもてるよう実験の操作

手順を具体的に明示したり、扱

いやすい実験器具を

用いたりするなどの

をする。

 

形や色彩などの変化を見分けたり、微妙な変化を感じ取っ

たりすることが難しい場合などにおいて、生徒の実態やこれ

までの に応じて、造形の要素の特徴や働きが分かりやす

いものを例示することや、一 一 が自分

に合ったものが べるように、多様な材料

や用具を用意したり種類や数を絞ったり、

造形の要素の特徴や働きが分かりやすいも

のを例示したりするなどの をする。

分 では「 材 と加工の 」の 2)において、

周囲の状況に気が散りやすく、加工用の工具や機器を安全

に使用することが難しい場合には、 の 態に応じて、

手元に集中して安全に作業に取り組めるように、個別の対

応ができるような作業スペースや作業時間を確保したり、

作業を補助するジグを用いたりすることが考えられる。 

 分 では、「 の生 」の 3) 5)におい

て、調理や製作等の実習を行う際、学習活動の見通しを

もったり、安全に用具等を使用したりすることが難しい場

合には、個に応じて段階的に手順を写真

やイラストで提示することや、 への

を するために、実習中の約束事

を決め、随時生徒が視覚的に確認できる

ようにすることなどが考えられる。

様々な事象を調べたり、得られた情報をまとめたりすることに困難がある場合は、必要な事

や情報を して 理できるように、着目する点や調べる内容、まとめる手順や調べ方について

具体的に提示するなどの をする。 

 学習の振り返りが難しい場合は、学習してきた を しやすいように、学習してきた内容

を文章やイラスト、写真等で視覚的に示すなどして、思い出すための手 かりが得られるように

する。
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実践例 

 
 ○こんなことで っていませんか。 の  

 ○ 人 人の に合った支援について 

  ★特 に じた指導の      ★ 人 人を 合い、支え合える 間 くり 

   ・ 別指導の          ・ のよい学級 くり 

   ・ 人 指導、 の指導     ・自 感を育てる学習 

   ・通級指導教室での指導      ・特別 、人 教育の    

   ・ ひらがな 支援 

   ・特別支援学級での学習 

 ○ 関との について 

   の 、特別支援学校の教育 、 関 

 ○教育 について  

   、 、 指導教室について 

学時  

 ○支援 について 
  自校で 成した を 

  もとに、特別支援教育  

  が  

 

 

入学 後の保護者 会  

 ○特別支援教育について 

 ○支援 について 

 ○ について 
  特別支援教育 が  

 の の の の

の  

             ポイント  保護者 の を  

 

 

の

 

 

 

特別支援学級の保護者ならではの不安や悩みを、保護者同士の語らいの中で解消したり、子

育てのヒントをもらったりできる会にしたい、という思いで、特別支援学級合同の保護者会を

行っています。卒業生の保護者の方にも参加を呼びかけ、今では高校生になっている卒業生の

保護者の参加もあります。 

★保護者会の中で、このような語らいがありました。 

 

 

 

通級指導教室は、いろいろな学校の

児童生徒が入級しています。学校に

よっては、１校に１名しか入級してい

ない場合もあり、同じ立場の保護者同

士でつながることが難しい状況にあり

ます。そこで、自校の保護者にも他校

の保護者にも呼びかけ、保護者会を

行っている学校があります。 

案内のチラシ 

 ～このような話合いが 

        ありました～ 

○宿題のさせ方 

○兄弟姉妹へ理解を促す伝え方 

○自分に自信が持てるような励 

 まし方 

○子どもの成長と親としての関 

 わり方 

             ポイント② 保護者の孤立を防ぐ  

私も子どもが１年生の時はそうでした。

でも、特別支援学級でできることが増え、

力がついてきたのを見て、我が子なりの成

長を感じるようになり、今では、他の子ど

もさんと比べるんじゃなくて、我が子の成

長をしっかり見ていこうと思えるようにな

りましたよ。 

うちの子も４年生くらいから、自分と他の

子どもさんとの違いに気付くようになって、

そういう時期が続いていました。でも、絵を

描くのが好きで、今は、好きなことでつなが

る友達ができて自信がついたみたいです。だ

から、自分の好きなことや自信になることを

大切にしてあげるといいと思います。 

交流学級での学習参観

の後には、やっぱりうち

の子は、みんなと同じよ

うにできないんだなあ、

と感じて、１週間くらい

ひどく落ち込むんです。 

この頃、何とな

く、交流学級に入

りにくいと本人が

感じているみたい

なんです。親とし

ては、それがせつ

なくて・・・
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実践例 

 
 ○こんなことで っていませんか。 の  

 ○ 人 人の に合った支援について 

  ★特 に じた指導の      ★ 人 人を 合い、支え合える 間 くり 

   ・ 別指導の          ・ のよい学級 くり 

   ・ 人 指導、 の指導     ・自 感を育てる学習 

   ・通級指導教室での指導      ・特別 、人 教育の    

   ・ ひらがな 支援 

   ・特別支援学級での学習 

 ○ 関との について 

   の 、特別支援学校の教育 、 関 

 ○教育 について  

   、 、 指導教室について 

学時  

 ○支援 について 
  自校で 成した を 

  もとに、特別支援教育  

  が  

 

 

入学 後の保護者 会  

 ○特別支援教育について 

 ○支援 について 

 ○ について 
  特別支援教育 が  

 の の の の

の  

             ポイント  保護者 の を  

 

 

の

 

 

 

特別支援学級の保護者ならではの不安や悩みを、保護者同士の語らいの中で解消したり、子

育てのヒントをもらったりできる会にしたい、という思いで、特別支援学級合同の保護者会を

行っています。卒業生の保護者の方にも参加を呼びかけ、今では高校生になっている卒業生の

保護者の参加もあります。 

★保護者会の中で、このような語らいがありました。 

 

 

 

通級指導教室は、いろいろな学校の

児童生徒が入級しています。学校に

よっては、１校に１名しか入級してい

ない場合もあり、同じ立場の保護者同

士でつながることが難しい状況にあり

ます。そこで、自校の保護者にも他校

の保護者にも呼びかけ、保護者会を

行っている学校があります。 

案内のチラシ 

 ～このような話合いが 

        ありました～ 

○宿題のさせ方 

○兄弟姉妹へ理解を促す伝え方 

○自分に自信が持てるような励 

 まし方 

○子どもの成長と親としての関 

 わり方 

             ポイント② 保護者の孤立を防ぐ  

私も子どもが１年生の時はそうでした。

でも、特別支援学級でできることが増え、

力がついてきたのを見て、我が子なりの成

長を感じるようになり、今では、他の子ど

もさんと比べるんじゃなくて、我が子の成

長をしっかり見ていこうと思えるようにな

りましたよ。 

うちの子も４年生くらいから、自分と他の

子どもさんとの違いに気付くようになって、

そういう時期が続いていました。でも、絵を

描くのが好きで、今は、好きなことでつなが

る友達ができて自信がついたみたいです。だ

から、自分の好きなことや自信になることを

大切にしてあげるといいと思います。 

交流学級での学習参観

の後には、やっぱりうち

の子は、みんなと同じよ

うにできないんだなあ、

と感じて、１週間くらい

ひどく落ち込むんです。 

この頃、何とな

く、交流学級に入

りにくいと本人が

感じているみたい

なんです。親とし

ては、それがせつ

なくて・・・
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  の  

障がいのある 生 の実 に応 た適切な指導・支援を行っていく上で、 部の関係機関

との連携は大変重要です。 部の関係機関とは、医療・ ・ ・ 関係機関、特 支援

学校、通級指導教室 です。指導・支援の充実をめざして、関係機関と連携を図りましょう。

特 支援学校には、障がい特 に応 た指導の が されています。その

的な や を生かして、 の学校の ー に応 た教 相 や を行っています。

困ってから相 するのではなく、計画的・組織的に特 支援学校の ン ー的機 を活用して

いくことが、 生 の指導・支援の充実につながります。

活用例 を  

学校から

の相

特 支援教 コー ー ー が学校に出 き、教室の様子や授業の様子を し、

と 子の が れ

ると が れやすいの

で、 に となる ー

を り、 で を

確 できるようにしてい

きまし う。また、 面

にす り め ー を

くと、おしりが れにく

くなりますよ。 

えについては、

でできるとこ と、

の では しいとこ

について、 人としっか

り確 をしまし う。そ

して、 しいとこ につ

いては、 で 生に

けを めることも指導

していきます。

できる け で のことができるようにしていくために、教室 を えていくこと

が大切です。 の生活の中で、 り し う活 が の でできることは、

につながっていきます。

教室 を のように えたらよいでし う。 

が れやすいのが気になっています。 うしたらよいでし う。 

えに時間がかかり、つい を してしまっています。これでよい 

 のでし うか。 

この学校では、コー ー ーの を生かして、さっそく教室 を整え、 でできるこ

とは でやり るよう、指導しています。 でできることが え、 がついてきたそうで

す。 活動の指導内容 についても をもらい、指導の充実を図っています。

             ポイント  ン 機 を る 

相 内容を関係 で共有して指導・支援を行い、相 記 を 年度 き いでい

くことや、 達 の変 に応 て 的に相 をかけていくことが大切です。

なる ど

ッ ーが れていると、時間の

スを うとして教師が を

取ってしまいがちですよ 。 で

できることは でさせたいので、

必要な をさっと取り せるよう

に、 のす に めの な を

いて、 を くようにするとよい

ですよ。 

特 支援学級
特 支援教 コー ー ー

問診票（学校用）の内容 

問１．支援学級・通級指導教室・取り出し学習などの利用状況

□なし □あり （具体的な利用状況 ）

問２．教科ごとの学習到達度

・国語 □学年相当 □１学年以上の遅れあり（ 年くらいの遅れ）

・算数 □学年相当 □１学年以上の遅れあり（ 年くらいの遅れ）

・その他：具体的に

問３．学校での様子

・授業時間：

・休み時間：

・学校行事

問４．対人関係の特徴

・こども同士：

・先生などの大人と：

問５．日常生活における本人の特徴

・時間：

・約束（宿題や提出物）：

・給食：

・行動や気持ちの切り替え：

・その他：

問６．本人の特徴

・良い点、得意な点：

・苦手な点：

問７．学校で対応に困ったこと

問８．学校で実施した対応策とその効果・本人の反応

問９．ご家族とお話ししたことがあればその内容と、その時の印象について

問10．学校で行った検査があればその内容（できればコピーを同封ください。）

問11．医療に期待すること（例：ご家族の受け入れのための医学的説明など）

問12．その他コメントや質問がございましたら記載をお願いします。

保護者の同意を得た後、学校における学習や 

 生活の様子について記載します。 

  また、保護者の同意が得られれば、以下のもの 

 もコピーし、医療機関と共有するようにします。 
 ・個別の教育支援計画や個別の指導計画 

 ・知能検査や諸検査等の結果 

 ・通級指導教室を活用していればその記録 

 ・ＬＤ等専門員への相談記録 

 ・ＳＣ、ＳＳＷへの相談記録 等 

目的を明確にして、計画的・組織的に関係機関と連携を図っていくことが、指導・支援の充実に

つながります。

 障がい種やその程度によって、医療機関との連携の重要度は変わります。やみくもに医療受

診を勧めるのではなく、医療に求めることを明確にした上で、医療機関との連携を図っていく

ことが大切です。学校の情報を整理し、問診票を活用して、適切な情報共有を図りましょう。

 医療受診は、保護者にとって大変勇気のいるものです。したがって、なぜ
医療受診が必要なのかを、保護者にきちんと説明することが必要となりま

す。決して担任一人の判断ではなく、関わっている他の教職員の見取りも合

わせて検討します。児童生徒の状態を多面的に捉えた上で、将来的な視点も

もちながら、理由を明確にします。（話合いの中で、支援のミスマッチ等が

浮かび上がってきた場合には、もう一度、支援の在り方について検討してい

きます。）そして、突然の勧めではなく、継続した教育相談の中で医療受診

を勧めることが大切です。 

             ポイント② 医療機関と適切に連携を図る  

様式については、改作して使って

も構いません。鳥取県内の医師会に

所属している病院で共通理解されて

いる様式です。保護者用の問診票も

あります。 

問診票を活用すると、限られ

た診察時間の中で、医師が必要

とする情報を適切に伝えるこ

とができます。

検索鳥取大学医学部附属病院 問診票

まずは、校内委員会

で、なぜ医療受診が必

要なのかについて話し

合いましょう。
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